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杉
並
区
議
会
第
三
回
定
例
会
で
の
一
般
質
問
の

続
報
で
す
。 

障
害
者
総
合
支
援
法
の
制
定
に
際
し
、
杉
並
区
議

会
か
ら
は
、
国
へ
の
「
意
見
書
」
を
、
全
会
一
致
で

採
択
し
ま
し
た
。 

二
元
代
表
制
の
一
角
で
あ
る
当
区
議
会
の
動
き

を
踏
ま
え
、
区
の
姿
勢
と
見
解
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
〝
障
害
者
の
願
い
に
沿
っ
た
〟
新
た
な
法

案
の
制
定
を
政
府
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

迫
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
区
の
答
弁
は
「
新
法
は
一
定
の
前
進
を

し
て
い
る
」
「
今
後
の
国
の
検
討
の
動
向
を
注
視
す

る
」
と
い
う
、
大
変
不
十
分
な
も
の
で
し
た
。 

国
の
動
向
に
悪
影
響
を
受
け
、
区
独
自
に
展
開
し

て
き
た
利
用
者
負
担
軽
減
策
な
ど
が
廃
止
さ
れ
る 

様
々
な
問
題
が
山
積
し
た
ま
ま
、
外
環
道
の
本
格

着
工
が
始
ま
り
ま
す
。
質
問
で
は
、
現
時
点
で
の
着

工
は
ス
ト
ッ
プ
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
、
区
の
見

解
を
求
め
ま
し
た
が
、
区
長
は
答
弁
で
〝
交
通
渋
滞

を
解
消
し
、
災
害
時
に
も
役
立
つ
〟
と
し
〝
早
期
の

実
現
が
望
ま
れ
る
た
め
、
事
業
が
推
進
さ
れ
る
〟
と

の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。 

再
質
問
で
「
災
害
時
に
活
用
で
き
る
と
す
る
根
拠

を
示
す
デ
ー
タ
」
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
区
長
が
デ
ー

タ
の
提
供
を
約
束
し
ま
し
た
。 

地
下
四
〇
㍍
の
大
深
度
地
下
ト
ン
ネ
ル
が
災
害

時
に
活
用
で
き
る
の
か
、
ト
ン
ネ
ル
自
体
の
構
造
や

土
被
り
の
浅
い
場
所
（
地
震
動
の
直
撃
を
受
け
る
個

所
）
な
ど
の
問
題
も
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
根
拠
と
な

る
資
料
が
提
出
で
き
る
の
か
、
注
目
さ
れ
ま
す
。 

※
そ
の
後
に
行
な
わ
れ
た
道
路
交
通
対
策
特
別
委
員
会

で
は
、
担
当
所
管
か
ら
資
料
の
提
出
が
約
束
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
一
体
、
何
が
起
き
た
の
か
？ 

 

詳
細
は
次
号 

 

この間、様々な問題を生み

出してきた障害者自立支援法

を廃止し、障害者の願いに沿

った新法の制定が待ち望まれ

てきました。しかし、国では、

自立支援法の名称だけを変え

た「障害者総合支援法」が制

定され、多くの障害者や関係

者からの怒りの声が上げられ

ています。 

当区議会でも、障害者や関

係者の声を重く受け止め、新

法の制定に際し〝障害者の意

見を組み入れるよう求める〟

意見書を採択。国に対し、要

望を上げていました。 

東
京
外
か
く
環
状 

国
道
事
務
所 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

動
き
も
見
ら
れ
る

な
か
〝
国
に
意
見

も
言
わ
ず
〟
独
自

サ
ー
ビ
ス
を
縮
小

す
る
区
の
姿
勢
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

 

悪
政
か
ら
の
防

波
堤
と
し
て
、
基

礎
自
治
体
の
責
任

と
役
割
が
、
強
く

問
わ
れ
て
い
ま

す
。 

高層ビルに相当する

巨大建造物（上） 

 

住宅街の地下を通過

するトンネル（左） 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

伝統芸能に熱中しています！ 
 

息子が日本の伝統芸能に夢中です。子守唄は童歌、

遊びは太鼓や独楽回し、地域の盆踊り巡りも大好きで

す。最近は、特に独楽回しに夢中です。流石に、まだ

〝紐付き〟は投げることが出来ませんが、簡単な独楽

はとても上手に回します。 
党区議団には、日本独楽回し普及会（だったか？）

杉並支部会長（１名しかいないため…）の富田区議が

地
域
防
災
力
の
向
上
と
し
て
重
要
と
な
る
の
が
、
住
宅
密
集
地
域
で
の
出
火
に
対

し
て
、
初
期
消
火
に
よ
り
延
焼
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。 

 
今
定
例
会
で
は
、
荻
窪
消
防
署
に
作
成
を
依
頼
し
た

「
火
災
延
焼
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
（
左
図
）
を
示
し
て

の
質
疑
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。 

大
規
模
な
地
震
災
害
で
同
時
多
発
的
に
発
生
す
る
火

災
に
対
し
て
は
、
現
状
の
消
防
関
連
組
織
だ
け
で
は
全
て

に
対
処
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。 

大
震
災
時
の
初
期
消
火
は
地
域
の
住
民
が
自
力
で
行

な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

そ
の
た
め
、
初
期
消
火
の
基
本
と
な
る
街
頭
消
火
器
の

設
置
な
ど
を
行
政
が
促
進
し
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
も
強

め
、
地
域
の
防
災
力
向
上
の
努
力
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
自
助
・
共
助
だ
け
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

前
提
と
な
る
公
助
を
強
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

出火から１時間後（拡大）

出火から３時間後

出火から２時間後 

出火から１時間後 
 

実
際
に
住
宅
密
集
地
域
で
出

火
し
、
そ
の
後
、
初
期
消
火
が
行

な
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
起
き
る
の
か
、
火
災

延
焼
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確

認
で
き
ま
す
。 

住
宅
密
集
地
域
で
一
箇
所
か

ら
出
火
し
た
場
合
、
一
時
間
後
に

は
周
囲
の
一
七
棟
の
建
物
に
火

災
が
広
が
り
、
二
時
間
後
に
は
約

五
〇
棟
に
延
焼
が
拡
大
す
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。 

一
時
間
が
経
過
し
た
場
合
、
消

防
関
連
組
織
で
も
消
火
活
動
が

困
難
と
な
り
ま
す
。 

中心の◎が出火場所 

下は一時間後の拡大図（濃い灰色が延焼中） 

中心の黒色の住宅は 

焼け落ちた建物 

います。名人級の技を

持っていますので、今

度、弟子入りさせよう

かな（笑） 
 日本古来の遊びは、

子どもにも親しみや

すく、良いものです

ね。 ポーズが様になっ

ています（右）


